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背景画像:NASA提供

国際宇宙ステーションから撮影された月の写真。
国際宇宙ステーションの文化・人文社会科学利用パイロットミッションの
一環として宇宙飛行士が月を撮影した写真により「ISS宇宙飛行士の
‘moon’ score」が生み出された。作品の詳細と、提案代表者である
京都市立芸術大学の野村仁教授のコメントを次ページで紹介する。
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（写真・文／喜多充成、文中敬称略）

現代芸術家。京都市立芸術大学
教授。同大学とJAXAの共同研
究「宇宙への芸術的アプローチ」
のメンバーを務める。ISS（国
際宇宙ステーション）の文化・
人文社会科学利用パイロットミ
ッションでは「ISS宇宙飛行士
の'moon' score」と「光るニュ
ーロン」の２テーマの提案代表者。

野村仁
NOMURA Hitoshi

2009年度京都市立芸術大学退任記念「野村仁：宇宙から見る、ここから……」
の会場で撮影。中央の写真は、作品「振動する光」

　国内企画で話題を集めたのは、やはり「7.22 皆既
日食中継プロジェクト」と「日食グラスで月にかくれ
る太陽を見よう」でしょう。JAXAも、「きずな」を使っ
た離島からの皆既日食中継や「ひので」による部分日
食の観測、「みんなで木もれ日を撮ろう」キャンペーン、
皆既帯に入った種子島宇宙センターでは太陽に関する
講演会を行いました。全国的に天候には恵まれません
でしたが、2012年には本州の広い範囲で金環食があ
りますので、今度こそ晴れることを願いたいものです。
　主催企画でもっとも大風呂敷を広げたのが「めざせ
1000万人！みんなで星を見よう！」。世界天文年の
期間中に星を見た人数を調査し、全人口の約1割に
も匹敵する1,000万人をめざそうというもの。あま
りに大きな目標設定に、日本委員会の中でも異論が出
たぐらいです。結果はのべ約700万人と届きません
でしたが、日食時に晴天に恵まれていれば簡単に達成
できた可能性もあります。私も鹿児島市内での日食観
望会（主催者発表8,000名）や、地域の夏祭りでの
星空観望会（1,000名規模を2回など多数）などで1
万余名分を報告しました。

　天文ファンだけでなく、より多くの人に天文に親し
んでいただけるように、芸術とのコラボレーションを
進めたのも今回の取り組みの特徴です。世界天文年
のテーマソングにはMISIAさんの『銀河』を選び、
12月には久石譲さんと平原綾香さんの「世界天文年
2009記念コンサート」を実施しました。映画業界と
も連携しました。『ザ･ムーン』に始まり、『ナットの
スペースアドベンチャー3D』、そして『宙（そら）へ。』。
　世界企画の「地球から宇宙へ（From Earth to the 
Universe）」という、展示場所を募集し天体写真パネ
ルセットを貸し出す写真展企画も、JAXAが制作し

国内企画での話題は、やはり日食

音楽や映画とのコラボレーションも

宇宙科学研究本部対外協力室教
授。専門は電波天文学、星間物理
学。宇宙科学を中心とした広報普
及活動をはじめ、ロケット射場周
辺漁民との対話や国際協力など
「たいがいのこと」に挑戦中。

阪本成一
Sakamoto Seiichi

たパネルを使って、博覧会場や百貨店、コンサート会
場など約30か所で開催しました。

　国内企画が国民への直接の働きかけの場とすれば、
世界企画はそれを真にグローバルな取り組みにする
ための橋渡しといえます。「世界中で宇宙を観ようよ
100時間 (100 Hours of Astronomy)」では、４月
に丸１日かけて世界中の約80か所の天文観測施設か
らのインターネットリレー中継を行いました。イベ
ントの性格上、地上観測装置が中心となりましたが、
JAXAの太陽観測衛星「ひので」も参加しました。
　「天文学者のブログ (Cosmic Diary)※」には、私を
含むJAXAからの４名など、日本人５名が参加し、
和英併記のブログで研究者の日常を綴りました。ただ
でさえ筆の重い私のこと、更新は大変でしたが、２日
に１度の更新を何とか達成できました。
※ http://cosmicdiary.org/blogs/jaxa/
seiichi_sakamoto/
　それにしても、世界天文年2009の日本国内での取
り組みは、広く、そして深いものでした。これは、日
本の代表である海部宣男さんの強いイニシアチブのも
と、全国各地のプラネタリウムや公開天文台、科学館
を巻き込んで組織的に取り組んだことが背景にありま
す。しかし、アマチュア天文家や市民団体などの草の
根的な活動が組織化され、市民の潜在的なニーズに応
えたことが、成功の何よりの要因ではなかったかと思
います。
　国際天文学連合は“Beyond International Year 
of Astronomy”として取り組みの継続を決議。年末
に神戸で開かれたクロージングセレモニーでも、継
続を望む声がたくさん寄せられました。やり方は変
えるにせよ、燃えあがった火を消すことのないよう、
2010年以降も取り組みを続けます。どうぞご期待く
ださい。

クロージングイベントの１つとして位置づけられた
「宙博ソラハク2009」。東京国際フォーラム始まって以来の長蛇の列となりました。
すでに今年も開催することを決めたようです。
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世界への情報発信の取り組み

取り組みの継続が決まった
 “Beyond International Year of 
Astronomy”のロゴマーク
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　野村仁の代表作の１つであり、東京国立近代美術館にも収
蔵されている「‘moon’ score （月の譜）」は、「夜明け空の白い月
が、電線に重なって音符のように見えた」ことがきっかけで生ま
れた作品だ。
　着想を具体的な作品として定着させるために野村は、あらか
じめ五線をフィルムに撮影しフィルムを巻き戻してから、３００㎜
の望遠レンズで手持ちで月を撮影する。
　手持ちだから月の位置はコマごとに動くし、当然手ブレも起き
る。だが、だからこそ、フィルムを現像すると、たしかにそこには月
が音符となって五線譜に踊る、楽譜のようなものとなっていた。
さらにそれを展示したところ、「カップルがそれを眺めながら歌
っている。コーラス部の人たちだという。２段に並べた月の譜を、
それぞれ高音と低音のパートにしてハミングしていたんです。あ
あ、こんなこともできるんだと逆に教えられました」（野村氏）
　本来なら聞こえるはずのない――気づかなければ存在すらし
ない――「月の調べ」が、芸術家の手で採譜され、音楽として
再現されたのである。
　そしてこの手法をさらに発展させた作品が、「文化・人文社会
科学利用パイロットミッション」の10テーマの１つとして実施された
「ISS宇宙飛行士の‘moon’ score」である。
　ISSの窓を通して撮された月の写真は、若田光一宇宙飛行
士やNASA（米国航空宇宙局）の宇宙飛行士など複数の手
によるもの。
　「若田さんは８００㎜相当の超望遠レンズで、いい写真を撮ろ
うと、個人の自由時間まで費やしてもらったと聞いています。」
　地球の大気の淡くはかないグラデーションや、そこから昇る不
思議にひしゃげた月もそれだけで見応えのある作品だが、野村

はそこに今度は、楕円形の五線を書き入れた。これはおそらく
上下のない宇宙空間に合わせてのことでもあろう。
　素晴らしい解像度で撮しとどめられたクレーターや月の海を
音符に見立て、クレーターにマリンバ、海にチェンバロの音色を
割り当て、さらにフルート（月の位置）やチェロ（大気層）も加えて
演奏された「音楽」も、写真や譜面とともに作品の重要な一部
をなす。展示会場ではヘッドホンで聴き、意外にも意味ありげな
旋律がいくつも隠されていたことに、新鮮な驚きを感じることが
できた。
　京都市立芸術大学とＪＡＸＡ（当時、宇宙開発事業団）は
１９９６年から協力関係を築き、作品制作や芸術家による宇宙
飛行士へのインタビューなど共同研究を行ってきた。今回の作
品も、芸術と宇宙の交流を通して生まれた、日本ならではのユ
ニークな成果の1つといえるだろう。
　若田宇宙飛行士から、「プロジェクトに参加させていただきあ
りがとうございました」という直筆のメッセージを受け取った野村
は、最後にこう語った。
　「見たり聴いたり、知ったことだけでは芸術活動というものは
限界があります。科学者やエンジニアや宇宙飛行士の努力の
おかげで、宇宙という新しい芸術のフィールドを用意してもらい、
そのおかげで私は美しく楽しい作品を制作できました。貴重な
宇宙飛行士の時間を使って、このような美しい写真撮影をして
もらうことの困難さまでは提示されていませんが、月と大気をこ
のタイミングで捉えるにはシミュレーション等、JAXAさんの周到
な準備があってのことです。作品を鑑賞してもらう折には、そう
いうところも知ってもらえればと思います。」 
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